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磁場閉じ込め核融合炉への先進的燃料補給

としてコンパクト・トロイド（CT）プラズマを

入射する技術の開発研究が行われている．九州

大学の QUEST 装置では，CT 入射装置が設置さ

れ，スフェリカル・トカマク（ST）プラズマへ

の CT 入射実験が開始された．本実験では，CT
入射による燃料粒子補給で ST プラズマの高密

度化を目指しており，CT 入射の調整実験が行

われている． 
CT 入射対象は，RF による非誘導 ST プラズ

マと OH による ST プラズマとがあり，CT 入射

後のプラズマ電流の維持などに違いがみられ

る．今回の試験入射実験の CT 入射装置の運転

条件は，バイアス磁束用コンデンサ充電電圧を

0.8kV，プラズマ生成部 17kV，加速部 25kV で

固定した．この条件では，CT 速度約 150 km/s，
密度約5×1021 m-3のCTプラズマが入射される． 

図１に，Ip 一定制御された OH プラズマに

28GHz の RF を 2.1s から 2.3s まで印加したプラ

ズマに CT を入射したときのプラズマ応答を示

す．CT 入射直後に平均電子密度の上昇がみら

れるが，その上昇分は CT プラズマの総粒子数

からすると，わずかな値となっている．これは，

CT入射後のSTプラズマの閉じ込め劣化により，

CT プラズマの粒子を十分に捕捉できていない

ことが考えられる．また，本実験では CT 入射

装置とQUEST装置の間に約 0.5mの移送管が挿

入されており，以前の中型トカマク装置 JFT-2M
での CT 入射と比べてセパラトリクスまでの距

離が長いことから，CT プラズマの減衰による

ことも考えられる．今後，QUEST 装置への入

射直前の密度を計測する等により，原因を探る

予定である．分光や質量分析モニターでは，CT
入射による不純物の混入が観測された．これは，

CT 入射装置の電極のクリーニングの不足が考

えられ，次回の実験では入射実験前のベーキン

グに加えて，CT 入射装置単独放電での電極洗

浄を予定している． 
 計測準備としては，トムソン散乱計測とCT
入射の同期が取れるように，システムの調整を

行った．これにより，CT入射後の任意の時刻で

ポロイダル断面の密度分布と温度分布を計測

できることを試験的に確認した．今後，CT入射

パラメータと密度上昇の関係だけでなく，密度

分布の変化についても検証していく．  
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図１ CT 入射によるプラズマ応答 
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